
普 及 項 目 養殖 

漁 業 種 類 等 こんぶ養殖漁業 

対 象 魚 類 コンブ 

対 象 海 域 えりも以東太平洋海域、根室海峡 

コンブ種苗生産指導 

北海道根室振興局           

根室地区水産技術普及指導所（南 護） 

【背景・目的・目標（指標）】 

根室市のこんぶ漁業は、太平洋沿岸で主にナガコンブを対象に行われ、近年の漁獲量減

少への対策として雑海藻駆除などが行われている。そのような中、増殖活動としてコンブ

の採苗を行い養成綱に種苗糸を付けて漁場へ添加する活動や、成コンブまたはウニ養殖の

餌料としてコンブ養殖を目指した種苗生産に取り組んでいる漁協がある。コンブの種苗生

産は根室市を含む道東地域では珍しく、道南の促成コンブ養殖の種苗生産技術を参考にし

て試験を行っている。しかし、当地区ではコンブの成熟や養殖に関する知見が乏しく、採

苗適期を踏まえた種苗生産が困難な状況にある。このことから、漁協が実施するコンブ種

苗生産及び養殖手法の確立に向け、関係機関と連携してコンブの成熟に関する調査を行い、

結果の蓄積と解析および、種苗生産技術の確立を目指す。 

【普及の内容・特徴】 

成熟調査は令和６年がオニコンブを、令和７年がオニコンブとナガコンブを対象に６月

から９月に１回/月サンプルを採取し、目視による子囊斑形成の有無およびコンブ切片を作

成し（写真１）、生物顕微鏡で細胞の状況を観察し遊走子囊形成と遊走子の有無および活性

状況を確認した（写真２、３）。令和６年の結果では、７月まで子囊斑の形成はみられなか

ったが、８月上旬に中帯部に１筋、２筋の子囊斑がみられ、遊走子囊内にも遊走子が詰ま

った状態が確認された。８月中旬以降は葉全体に子囊斑が形成され遊走子の活性も良かっ

たこのことから採苗は９月中旬に実施できた（表１）。令和７年の結果では、９月上旬に子

囊斑の形成と遊走子囊内の遊走子が両種コンブで確認され、遊走子の活性状況はオニコン

ブでは確認できなかったが、ナガコンブは確認できた（表１）。採苗はコンブの「枯れ」が

例年より早く、母藻を確保できず実施することができなかった。採苗に関して根室地区で

これまで行われたコンブ種苗生産の作業内容や工程などを整理してマニュアルを作成し関

係漁協に配布した（図１）。 

【成果・活用】 

 成熟調査は２カ年の調査結果ではあるが、成熟状態の経過を把握できたことと遊走子内

遊走子有無と活性状況を確認できたことから、採苗時期の判断として有効であった。 

【達成度自己評価】 

３ おおむね達成できたが、取組に改善を要する等の課題も見られた（51～75％） 

【その他】 

コンブの採苗は、漁協の技術面での課題に加え、近年は成熟状況が不安定で種苗生産に

至っていないことから、今後も成熟状況の把握とデータ蓄積を継続し、適期採苗への支援

や成熟誘導技術による母藻の確保を試みて、安定した種苗生産と技術の向上を目指す。 



 
写真１ コンブ切片の作成 

 
写真２ 生物顕微鏡で見たコンブの断面構造    写真３ 遊走子の活性確認 

表１ 成熟調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「根室地区コンブ種苗生産マニュアル」の表紙と目次 
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子囊斑形成 遊走子囊形成 遊走子の有無 子囊斑形成 遊走子囊形成 遊走子の有無 子囊斑形成 遊走子囊形成 遊走子の有無 子囊斑形成 遊走子囊形成 遊走子の有無

Ｒ６ オニコンブ × × × × × × ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

オニコンブ × × × × × × － － － ○ ○ ○ ▲

ナガコンブ × × × ○ ○ ○ ▲ － － － ○ ○ ○ ◎

○：子囊斑形成、遊走子囊形成、遊走子の有無が「有り」 ◎：遊走子が「活性」である －：欠測

×：子囊斑形成、遊走子囊形成、遊走子の有無が「無し」 ▲：遊走子が「不活性」である
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